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　    号号ののおおももなな内内容容
● 福知山市消防防災センター
　「５月１日オープン」
●第４次福知山市総合計画【後期計画】を
　策定しました
●平成２４年度　当初予算特集
●健康増進計画　知っ得シリーズ　ほか

4
1

３月１８日（日）　丹波みわ・コトおこし「軽トラ市」
　丹波みわ・コトおこし協議会主催の「軽トラ市」が三和支所前いこ
いの広場（千束）で開催され、約４０００人の来場者で賑わいました。
　動物園の人気者　子ザルの「みわちゃん」のふるさと“三和地域”
から元気を発信しようと同協議会が初企画し、地域の特産品などを載
せた軽トラック・軽バンが集まり即売を行ったほか、市内の中学生や
高校生も三和の食材を生かしたスイーツ・焼きそばなどを販売しまし
た。このほかダンスや太鼓、ライブ演奏といったパフォーマンスも催
され、老若男女が一緒に地元を盛り上げました。

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 
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過去の災害を忘れない… 
消防機能、市民防災研修機能、災害対策機能を併せ持つ 

『福知山市の消防・防災の拠点施設』です。 

福
知
山
市
消
防
防
災
セ

福
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山
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー『
５
月
１
日
オ
ー
プ
ン
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〜
暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
、や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
に
〜 

福
知
山
市
消
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防
災
セ
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５
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５
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過去の災害を忘れない… 
消防機能、市民防災研修機能、災害対策機能を併せ持つ 

『福知山市の消防・防災の拠点施設』です。 

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
（
仮
称
）
福
知
山

市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
福
知
山
市
の
消
防
・
防
災
の
拠
点
施

設
が
完
成
し
、
５
月
１
日
か
ら
消
防
本
部
・
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
『
福
知
山

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う 
未  
曽  
有 
の
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
か
ら
１
年
が
た
っ
た
今
、
豊

み 

ぞ 

う

か
な
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
、
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
を
新
た
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

当
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
と
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
次
の

３
つ
の
機
能
を
一
体
的
に
整
備
し
ま
し
た
。

●
消
防
機
能

　
　

時
間
体
制
で
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

２４
し
を
守
る
『
消
防
本
部
』
と
『
消
防
署
』

を
併
設
し
た
こ
と
で
、
消
防
・
防
災
の
拠

点
と
し
て
の
施
設
の
機
能
を
更
に
高
め
ま

す
。

●
市
民
防
災
研
修
機
能　

　

平
成　

年
台
風　

号
災
害
で
浮
き
彫
り

１６

２３

に
な
っ
た
『
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
の

薄
れ
』。
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
防
災
研
修
施

設
『
防
災
セ
ン
タ
ー
』
を
消
防
機
能
と
一

体
的
に
整
備
し
た
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
研
修
が
で
き
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

●
災
害
対
策
機
能

　

万
が
一
、
市
役
所
庁
舎
が
被
災
し
た
場

合
に
は
、
第
２
災
害
対
策
本
部
と
し
て
機

能
し
、
市
民
へ
の
避
難
情
報
や
災
害
情
報

も
発
信
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
や
訓
練
場
の
あ
る
防
災
広

場
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
、
災
害
発
生

時
、
防
災
機
関
の
集
結
地
や
物
資
・
人
員

の
輸
送
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
災

害
対
策
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

福
知
山
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー『
３
つ
の
機
能
』
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御霊公園 福知山 
郵便局 

福知山城 

ＪＲ山陰本線 

綾部→ 南陵中学校 

ＪＲ福
知
山
線
 

陸上自衛隊 
福知山駐屯地 

変電所 ハローワーク 
京都共栄学園 

福知山駅 

由
　
良
　
川

由
　
良
　
川 総合庁舎 

福知山市役所 

福知山 
市民病院 

総合庁舎 

福知山市役所 

福知山 
市民病院 

↑
鳥
取 

厚生会館 

由
　
良
　
川 

「
市
民
防
災
研
修
施
設
」
防
災
セ
ン
タ
ー ◆開館時間／午前９時～午後５時（研修室の利用は午後９時まで） 

◆休館日／毎週火曜日（ただし、祝日の場合は開館し、翌日休館）・年末年始 
◆問い合わせ先／消防署予防課（℡２３‐５１１９・ＦＡＸ２２‐５４５８） 
　※１０人以上の団体でのご利用は事前予約をお願いします。 

・消火体験 
・煙体験 
・通報体験 
・応急救護 

・風水害、地震 
・水圧体験 

・防災シアター 
・語り部コーナー 
・研修室 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
家
庭
や
地
域
で
自
主
的
に
防
災
活

動
を
推
進
し
て
い
く
力
（
自
助
共
助
の
力
）
を
生
み
出
す
施

設
と
し
て
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
に
同
時
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。 

　
大
切
な
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
自
分
た
ち
で
守
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

・消防防災訓練場 

防災広場 

屋外施設 
・消防署 

庁舎１階 

庁舎２階 

・防災の丘公園 
・水防資材保管庫 

・防災ヘリポート 

・訓練棟（水防倉庫・備蓄倉庫） 

・消防本部 
・消防団本部 
・消防指令センター 
・防災センター（市民防災研修施設） 

・駐車場 

・防災の丘公園 
・水防資材保管庫 

・防災ヘリポート 

・訓練棟（水防倉庫・備蓄倉庫） 

・消防本部 
・消防団本部 
・消防指令センター 
・防災センター（市民防災研修施設） 

・駐車場 

平面 
配置図 

消
防
本
部
・
消
防
署
移
転
の
お
知
ら
せ

　

当
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
、
現
在
の

消
防
本
部
（
市
役
所
２
階
・
内
記
三
丁
目
）
と
消
防

署
（
北
本
町
一
区
）
が
次
の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

◆
移
転
日
【
消
防
本
部
】
平
成　

年
５
月
１
日（
火
）

２４

　
　
　
　

【
消　
防　
署
】
平
成　

年
４
月　

日（
木
）

２４

２６

　

い
ず
れ
も
移
転
日
当
日
の
朝
８
時　

分
か

３０

ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
消
防
本

部
・
消
防
署
に
ご
用
の
人
は
、
当
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
移
転
先
の
住
所
・
電
話
番
号
な
ど

　

〒
６
２
０
‐
０
９
３
３

　

福
知
山
市
東
羽
合
町　

番
地
の
１

４６

■
消
防
本
部
（
℡　

‐
０
１
１
９
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２２

５
４
５
８
）

■
消
防
署（
代
表
℡　

‐
０
１
１
９
・　
　

‐
５

２２

ＦＡＸ
２２

４
５
８
）

■
警
防
課
（
℡　

‐
４
１
１
９
）

２３

■
予
防
課
（
℡　

‐
５
１
１
９
）

２３
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総
合
計
画
は
、
市
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を

示
し
た
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
重
要
な
実
行
プ
ラ
ン
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た

２０

「
第
４
次
福
知
山
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
期
間
８
年
間
（
平
成　
２０

〜　

年
度
）
の
う
ち
、
前
期
計
画
期
間
（
平

２７
成　

〜　

年
度
）
が
終
了
し
た
た
め
、
平
成

２０

２３

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
後
期
計
画

２４

２７

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像　
　
　
　
　
　
　
　

「
北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る

　
　

創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
知
山
」

　

各
地
域
が
持
つ
歴
史
や
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
英
知
を
集
め
、
融

合
し
、
北
近
畿
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
新
時
代

に
対
応
し
た
創
造
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
像
を
め
ざ
す
う
え
で
、
人
口

は
ま
ち
の
活
力
に
関
わ
る
重
要
な
指
標
で
す
。

　

平
成
に
入
っ
て
横
ば
い
状
況
が
続
い
て
い

た
本
市
の
人
口
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、

こ
の
５
年
間
で
さ
ら
に
人
口
減
少
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
計
画
に
定
め
る

施
策
に
よ
り
、
生
活
の
利
便
性
向
上
や
産
業

の
振
興
、
交
流
の
促
進
を
図
り
、
推
計
値
を

上
回
る
人
口
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

後
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、前
期

計
画
期
間
の
取
り
組
み
の
状
況
や
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、市
民
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
い
、市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
引
く
不
況
の
影
響
や
東
日
本
大

震
災
、
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
指
標

で
あ
る
人
口
の
動
向
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想

を
一
部
見
直
し
、
本
市
の
特
性
を
十
分
発
揮

で
き
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
・
方
針　
　
　
　

　

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
４
つ
の
基
本

理
念
に
基
づ

い
た
７
つ
の

基
本
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方

針
を
柱
と
し

た
施
策
の
大

綱
に
よ
り
、

各
分
野
の
施

策
に
取
り
組

み
ま
す
。 

福
知
山
市
総
合
計
画
審
議
会

　

会
長　
 
井  
口  
和  
起 
さ
ん（
京
都
府
立
大
学

い 

ぐ
ち 
か
ず 

き

名
誉
教
授
、福
知
山
市
出
身
）よ
り

　

昨
年
７
月
、
市
長
か
ら
計
画
素
案
に
つ
い

て
諮
問
を
受
け
、
６
回
の
審
議
会
を
開
き
、

　

月　

日
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。
審
議
会

１１

２５

で
は
、
各
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
市
が
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
市
政
に
生
か
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
強
く
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

後
期
計
画
で
は
「
市
民
協
働
の
推
進
」
が

中
心
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
ど
ん
な

施
策
も
、
市
民
が
主
人
公
と
な
っ
て
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
市
役
所

と
手
を
と
り
あ
っ
て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た
福
知
山
市

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
い
ま
す
。

第
４
次
福
知
山
市
総
合
計
画 
第
４
次
福
知
山
市
総
合
計
画 

【
後
期
計
画
】
を
策
定
し
ま
し
た 

【総合計画審議会】総合計画に関する事項を
調査審議し意見を述べるための組織で、議員、
関係団体の役員、学識経験者、公募委員など
３５人で構成されています。

目標年次内　容

平成２７年度（８年間）
まちづくりの将来像と
基本理念、各分野の基
本方針を示すものです。

基本
構想

４年ごとに見直し
前期：平成２０～２３年度
後期：平成２４～２７年度

基本構想で掲げた将来
像や基本理念を実現す
るため、取り組むべき具
体の施策および事業を
体系的に示すものです。

基本
計画

総合計画の構成

「第４次福知山市総合計画【後期計画】計画書」
は、市役所１階情報公開コーナー、各支所、各地
域公民館、市ホームページでご覧いただけるほ
か、会計室にて１冊１０００円で販売しています。ま
た、概要版（無料）は市役所３階市長公室企画調
整係でお配りしています。

0（人） 

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

82,791 82,555 83,120 81,977 79,652

79,967 77,288
74,17274,172

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 

※実測人口は国勢調査結果 
　予測人口はコーホート変化率法による予測値 
　（国立社会保障・人口問題研究所：平成20年12月推計） 

予測人口 

実測人口 
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・市民協働の推進
・人権・平和の尊重
・男女共同参画の推進
・ユニバーサル社会の形成

・質の高い行政サービスの提供

・公共交通の強化
・道路網の整備
・高度情報化の推進
・国内・国際交流の推進

・農林水産業の振興
・商工業の振興
・観光の振興
・雇用の確保

・保健・医療の充実
・地域福祉の充実
・高齢者福祉の充実
・障害のある人の福祉の充実
・子育て支援の充実
・生活支援の充実

・土地利用および市街地・集落整備
・生活空間の整備
・自然環境の保全・共生の推進
・低炭素・循環型社会の形成
・消防・救急・防災対策の強化
・防犯・交通安全対策の推進

・青少年の健全育成
・学校教育の充実
・生涯学習の推進
・文化財の保存・活用
・文化・スポーツ活動の推進
・高等学校・大学教育

みんなで進める
人権尊重・住民自治のまちづくり

地方分権の推進に対応した
行財政効率の高いまちづくり

人・物・情報が行き交う
交流・連携のまちづくり

地域の個性と資源を生かす
産業創造のまちづくり

地域で支える
みんなにやさしい
健康・福祉のまちづくり

人と自然が共生する
安心・安全・快適環境のまちづくり

魅力ある人とまちを創り出す
教育・文化のまちづくり

1

2

3

4

5

6

7

北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

福
知
山

市民協働でつくる
コミュニティ豊かな
自立したまち

定住と交流の
活力あるまち

人と自然が調和し、
すこやかに安心して
暮らせるまち

明日を担う
創造力あふれる
人材育成のまち

将来像 基本構想 基本計画

４つの基本理念 ７つの基本方針 施策の大綱

■問い合わせ先／市長公室企画調整係（℡２４-７０３０・ＦＡＸ２３-６５３７）

平成24年4月1日　組織機構を改正しました 平成24年4月1日　組織機構を改正しました 平成24年4月1日　組織機構を改正しました 
　市組織の柔軟性や機動性を高め、また、市民満足度を
高めるため、組織機構の一部を改正しました。
　今後も効率的で効果的な行政運営に努めます。
おもな改正点
①危機管理室を設置
　自然災害に備えた防災対策をはじめ、健康被害や原子
力防災など広範囲の危機管理業務を一元化し、市民に重
大な被害を及ぼす緊急事態を迅速かつ的確に対処する
ため、新たに危機管理室を設置しました。
②市有地の効果的な活用
　市の保有する土地・施設を効果的に活用するため資産
活用課を新設し、市有地の販売との一体化を図ります。
③下水道事業の公営企業化
　下水道部をガス水道部に統合し、窓口の一元化と組織
の効率化を図ります。また、施設管理を行う下水道課を
ガス水道部に設置します。（２３㌻参照）
このほかの部・課については変更はありません。

（旧）
総務部
総務課
職員課
三和支所
夜久野支所
大江支所
財務部
管財契約課
財政課
税務課
土木建設部

用地販売促進室
土木課
建築課
都市計画課

福知山駅周辺整備課
都市整備課
下水道部
下水道管理課
下水道維持課
ガス水道部
総務課
営業課
ガス課
水道課

（新）
総務部

危機管理室
総務課
職員課
三和支所
夜久野支所
大江支所
財務部

管財契約課
資産活用課
財政課
税務課

土木建設部
土木課
建築課

都市計画課
福知山駅周辺整備課
都市整備課
ガス水道部
総務課
営業課
ガス課
水道課
下水道課

▲
▲

▲
▲

▲
▲
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平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
６
月

２４

に
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
骨
格
型
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
命
を
守
る
投
資

や
教
育
、
雇
用
の
確
保
な
ど
は
骨
格
部

分
に
含
め
る
も
の
の
、（
仮
称
）市
民
交

流
プ
ラ
ザ
の
建
設
や
福
知
山
市
土
地
開

発
公
社
の
解
散
に
か
か
わ
る
経
費
な
ど

政
策
的
判
断
を
要
す
る
も
の
は
除
い
て

い
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は
２

点
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、
く
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
守
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
い

き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

実
現
す
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

施
策
を
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
着

実
か
つ
効
果
的
に
実
施
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
機
能
す
る
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

第
二
は
、
第
五
次
行
政
改
革
の
断
行

を
基
本
と
し
て
、「
施
策
の
選
択
と
集

中
」
を
図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財

源
と
人
員
を
最
大
限
活
用
し
、
中
長
期

的
な
財
政
運
営
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
財
政
構
造
を
実
現
で
き
る
よ
う
徹
底

し
た
財
政
健
全
化
に
取
組
む
こ
と
で
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
も
と
に
、
平
成　

年
２４

度
予
算
を
北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創
造

性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
『
福
知
山
』
実
現
プ

ラ
ン
と
位
置
付
け
、
４
つ
の
基
本
理
念

で
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。

「
市
民
協
働
で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

豊
か
な
自
立
し
た
ま
ち
」

「
定
住
と
交
流
の
活
力
あ
る
ま
ち
」

「
人
と
自
然
が
調
和
し
、
す
こ
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
明
日
を
担
う
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人
材

育
成
の
ま
ち
」

　

そ
の
中
で
、
第
４
次
総
合
計
画
後
期

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。（
４
〜
５
㌻
参
照
）

　

ま
た
、
合
併
後
、　

年
間
の
特
例
措

１０

置
が
、
平
成　

年
度
を
境
に
し
て
段
階

２７

的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
己
決
定
・
自
己
責

任
に
よ
る
行
政
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
市
民
満
足
度
を
高
め
る
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
第
五
次
行
政

改
革
大
綱
を
断
行
し
、
財
源
確
保
に
努

め
、
行
政
内
部
経
費
な
ど
の
ス
リ
ム
化

を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
福
知
山
を
「
幸
せ
の

舞
台
」
に
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
、
英
知
を
結
集
し
、
共
に
汗
を

流
し
、
喜
び
も
苦
し
み
も
分
か
ち
合
い

な
が
ら
、
光
り
輝
く
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

と
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

福
知
山
市
長

平成２４年度 当初予算平成２４年度　当初予算

一一般般予予算算 総総額額３３７７６６億億９９００００００万万円円（（対対前前年年度度比比４４..８８％％減減））

～大いなる飛躍を目指して～ ～大いなる飛躍を目指して～ 

平成24年
度　当初予

算特集
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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会

２４

計
、
企
業
会
計
当
初
予
算
総
額
は
、
総

額
７
７
５
億
８
６
１
２
万
６
０
０
０
円

（
対
前
年
度
比
１
・
２
％
減
）
に
な
り

ま
し
た
。（
下
表
①
）

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り　

億
１

１９

０
０
０
万
円
減
の
３
７
６
億
９
０
０
０

万
円
。（
下
表
②
）
本
年
度
も
継
続
し
て
、

職
員
の
人
件
費
、
１
億
４
０
６
１
万
円

の
減
な
ど
を
始
め
行
政
内
部
経
費
を
ス

リ
ム
化
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り　

億
３１

５
６
０
０
万
６
０
０
０
円
減
の
２
２
２

億
３
４
４
７
万
２
０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。（
下
表
③
）

　

お
も
な
理
由
と
し
て
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
が
企
業
会
計
に
移
管
し
た
た

め　

億
７
１
０
０
万
円
の
減
（
下
表
④
）

３４
情
報
通
信
環
境
の
安
定
し
た
供
給
を
図

る
た
め
の
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
立
ち
上
げ
に
伴
う
４
億
７
４

９
０
万
円
の
増（
下
表
⑤
）も
あ
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り　

億
４１

６
０
３
２
万
２
０
０
０
円
増
の
１
７
６

億
６
１
６
５
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。（
下
表
⑥
）

　

詳
し
く
は
、
８
〜
９
㌻
の
表
と
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
財
政
課
（
℡　

‐
７
０
３
５
・　
　

24

FAX
23

‐
6
5
3
7
）

対前年比
(％)平成２３年度予算額平成２４年度予算額会　　　計

②－４.８３９６億円３７６億９０００万円一般会計

③－１２.４２５３億９０４７万８０００円２２２億３４４７万２０００円特別会計

４.７７７億９６００万円８１億６０５０万円国民健康保険事業

－１６.３５４５０万円４５６０万円国民健康保険診療所費

１７.５１７７０万円２０８０万円と畜場費

－３.２１２億６５７０万円１２億２５５０万円簡易水道事業

－４０.０６３００万円３７８０万円宅地造成事業

－０.９２２００万円２１８０万円休日急患診療所費

－７９.７２０２０万円４１０万円公設地方卸売市場事業

－１.３８億９７５０万円８億８５８０万円農業集落排水施設事業

－８.５２０億３５６０万円１８億６２６０万円石原土地区画整理事業

－４６.７１２億３４７０万円６億５７５０万円福知山駅周辺土地区画整理事業

４.４６６億５１００万円６９億４３００万円保険事業勘定介護保
険事業 －４.１２７００万円２５９０万円介護サービス事業勘定

－８.０７５９０万円６９８０万円河守土地区画整理事業

－３.４１７万８０００円１７万２０００円下夜久野地区財産区管理会

５.１１７億１２２０万円１７億９８７０万円後期高齢者医療事業

⑤皆増－４億７４９０万円地域情報通信ネットワーク事業

④皆減３４億７１００万円－下水道事業

皆減４６３０万円－福知山駅南土地区画整理事業

⑥３０.８１３５億１３３万２０００円１７６億６１６５万４,０００円企業会計

５.５９億２０２０万円９億７１２０万円ガス事業

３.５２２億３９３０万円２３億１７４０万円水道事業

皆増－４５億５７６０万１０００円下水道事業

－５.１１０２億９１１０万円９７億６１６０万円市民病院病院
事業 ６.２５０７３万２０００円５３８５万３０００円大江病院

①－１.２７８４億９１８１万円７７５億８６１２万６０００円合　　計

各会計集計表
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用語解説
【市税】市民税や固定資産税・軽自
動車税など、皆さんが市に納めて
いただく税金
【使用料および手数料】市の施設の
使用料や、証明書発行などの手数
料
【諸収入】預金利子など、ほかのい
ずれにも該当しない収入
【分担金および負担金】市が行う事
業で特に利益を受ける場合、市に
納めていただくお金
【財産収入】市が持っている土地 ･
家屋の貸し付けや売却に伴い、市
に入るお金
【寄附金】市に寄附いただくお金
【繰入金】必要に応じて基金から取
り崩すお金
【地方交付税】市の財政状況に応じ
て、国から交付されるお金
【市債】事業を行うために、国など
から借りるお金
【国庫支出金 ･府支出金】補助金な
ど特定の目的の財源として、国や
府から交付されるお金
【各種交付金】国や府の税金などか
ら、一定の率で交付されるお金
【地方譲与税】国の税金として徴収
後、配分されるお金

　歳入は、市が自主的に集めることができる市税や財産収入などの「自主財源」
と、国や府の決定に基づき交付される地方交付税 ･国府支出金や市の借入金で
ある市債などの「依存財源」に分けられます。自主財源が多いほど、市独自の
施策が可能になります。

一般会計予算（歳入） （　ポイ 
ント）は対前年比 

財産収入 
3億6822万2000円 
1.0％（＋1.8イ ント ） 

市税 
112億6907万3000円 
29.9％（＋3.4ポイ ント） 

地方交付税 
106億4400万円 
28.2％（－3.6ポイ ント） 

使用料および手数料 
10億2444万3000円 
2.7％（－4ポイ ント） 

分担金および負担金 
7億507万3000円 
1.9％（＋3ポイ ント） 

繰入金 
2億2880万8000円 
0.6％（－0.4ポイ ント） 

諸収入 
3億7917万円 
1.0％（－46.3ポイ ント） 

寄附金 
400万1000円 
0.0％（－98.9ポイ ント） 

各種交付金 12億4700万円 3.4％（±0ポイ ント） 

地方譲与税 4億2800万円 1.1％（－1.8ポイ ント） 

府支出金 
24億6336万円 
6.5％（－1.9ポイ ント） 

市債 
48億8560万円 
13.0％（－4ポイ ント） 

国庫支出金 
40億4325万円 
10.7％（－16.6ポイ ント） 

自主財源 
139億7879万円 
37.1％  

依存財源 
237億1121万円 
62.9％ 

一般会計予算（歳入） （　ポイ 
ント）は対前年比 

自 
依 
存 

財 

原 

主 

財 

原 

歳入 
376億 
9000万円 

民生費

平成２４年度　１５０，５３３円
平成２３年度　１５０，５５６円
　　　　　　　　　（－２３円）

教育費

平成２４年度　４８，３６４円
平成２３年度　３９，０８５円
　　　 　　（＋９，２７９円）

商工費

平成２４年度　７，６６５円
平成２３年度　６，２３６円
　　　　 （＋１，４２９円）

公債費

平成２４年度　６４，５６９円
平成２３年度　６７，１５６円
　　　　　（－２，５８７円）

土木費

平成２４年度　３３，４９０円
平成２３年度　４７，３３２円
　　　　 （－１３，８４２円）

議会費

平成２４年度　３，９２７円
平成２３年度　４，６７６円
　　　　　 （－７４９円）

衛生費

平成２４年度　５７，５８２円
平成２３年度　５６，２９３円
　　　　　（＋１，２８９円）

農林業費

平成２４年度　１８，４５３円
平成２３年度　２２，０８９円
　　　 　　（－３，６３６円）

労働費

平成２４年度　２，４５３円
平成２３年度　２，８００円
　　　　　 （－３４７円）

総務費

平成２４年度　５６，１３５円
平成２３年度　５５，１７４円
　　　 　 　（＋９６１円）

消防費

平成２４年度　１７，３０２円
平成２３年度　３１，８０３円
　　　　 （－１４，５０１円）

その他
予備費

平成２４年度　　６１２円
平成２３年度　　６１１円
　　　　　　 （＋１円）

※
平
成　

年
度
は
、
平
成　

年　

月　

日
現
在
の

２４

２３

１２

３１

人
口
８
万
１
７
４
２
人
で
、
ま
た
平
成　

年
度

２３

は
、
平
成　

年　

月　

日
現
在
の
人
口
８
万
１

２２

１２

３１

８
５
０
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
額
か
ら
見
た

　

市
民
１
人
あ
た
り
の
額

合計 

平成２４年度　４６１，０８５円 
平成２３年度　４８３，８１１円 
　　　　　 （－２２，７２６円） 

投票箱  

※民生費…子ども手当、生活保護費用の増加、ふくふく医療制度の拡充などで増となりました。
※総務費…減債基金積立金の増額などで増となりました。
※土木費…駅周辺・駅南・石原などの土地区画整理事業の進ちょくによる繰出金の減などで減となりました。
※消防費…（仮称）総合防災センター整備、消防・救急体制維持強化の人員増などにより、増となりました。
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用語解説
【民生費】福祉の充実に使うお金
【教育費】学校教育 ･生涯学習の
振興などに使うお金
【公債費】市が借り入れた地方債
の元金の返済、利子の支払いに
使うお金
【衛生費】健康の増進、ごみの処
理などに使うお金
【総務費】課税 ･戸籍 ･選挙など、
市の総務管理に使うお金
【土木費】道路や河川 ･公園など
の整備に使うお金
【消防費】消防や防災対策などに
使うお金
【農林業費】農業 ･林業の振興な
どに使うお金
【商工費】商業 ･工業や観光の振
興などに使うお金
【議会費】市議会の運営などに使
うお金
【労働費】働く人の福祉などに使
うお金
【災害復旧費】災害復旧のために
使うお金
【予備費】緊急の支出などに備え
るお金

用語解説
【義務的経費】人件費 ･扶助費など支
出が義務づけられている経費
【扶助費】生活保護や児童・高齢者な
どに対する社会福祉に使うお金
【人件費】市職員の給与や市議会議
員・各種委員への報酬に使うお金
【公債費】市が借り入れた地方債の元
金の返済、利子の支払いに使うお金
【投資的経費】効果が将来にわたって
継続する経費
【普通建設事業費】建物や道路などの
公共施設整備に使うお金
【その他の経費】　　　　　　　　　
【繰出金】一般会計から特別会計 ･企
業会計に支出するお金
【物件費】市の事務に必要な消耗品や
備品の購入などに使うお金
【補助費等】公益上必要な場合、公共
的な団体などに交付するお金
【積立金】大きな事業を行うなど、市
の各種基金に積み立てるお金
【維持費補修費】建物や道路などの公
共施設の補修に使うお金
【貸付金】特定の目的にため、融資な
どで貸し出すお金

衛生費 
47億686万4000円 
12.5％（＋2.2ポイ ント） 

民生費 
123億490万7000円 
32.6％（－0.1ポイ ント） 

予備費 5000万円 0.1％（±0.0ポイ ント） 
消防費 14億1426万9000円 
　　　　　 3.7％（－45.7ポイ ント） 

農林業費  
15億840万7000円 
4.0％（－16.6ポイ ント） 

議会費 3億2097万9000円 0.9％（－16.1ポイ ント） 
商工費 6億2658万5000円 1.7％（＋22.8ポイ ント） 

教育費 
39億5333万円 
10.5％（＋23.6ポイ ント） 

公債費 
52億7799万9000円14.0％（－4.0ポイ ント） 

土木費 
27億3752万2000円 
7.3％（－29.3ポイ ント） 

総務費 
45億8860万8000円 
12.2％（＋1.6ポイ ント） 

労働費 2億53万円 0.5％（－12.5ポイ ント） 

一般会計予算（歳出）目的別支出の概要 （　ポイ 
ント）は対前年比 

歳出 
376億 
9000万円 いわゆる教育予算 

教育費・児童福祉費 
88億7119万9000円 
23.5％（＋6.3ポイ ント ） 

いわゆる教育予算 
教育費・児童福祉費 
88億7119万9000円 
23.5％（＋6.3ポイ ント ） 

一般会計（歳出） 性質別支出の概要 （　ポイ 
ント）は対前年比 

扶助費 
75億1094万4000円 
19.9％（－2.5ポイ ント） 

公債費 
52億7799万9000円 
14.0％（－4.0ポイ ント） 

人件費 
68億8870万円 
18.3％（－2.1ポイ ント） 

補助費等  36億7563万4000円 
　　　　　  9.8％（＋41.1ポイ ント） 

積立金 8億3071万1000円 
　　　　2.2％（＋2.4ポイ ント） 

維持補修費 2億4768万7000円 
　　　　　　  0.7％（－5.5ポイ ント） 

予備費 5000万円 0.1％（±0.0ポイ ント） 

貸付金 2億4740万円 0.7％（＋94.8ポイ ント） 

普通建設事業費 
43億808万9000円 
11.4％（－32.7ポイ ント） 

物件費  44億2754万6000円 
　　　　  11.7％（－0.8ポイ ント） 

繰出金 
42億2529万円 
11.2％（－9.0ポイ ント） 

歳出 
376億 
9000万円 

義 そ の 
他 
の 
経 
費 
投 資 的 経 費 

務 

的 

経 
費 

義務的経費 
196億7764万3000円 
52.2％

投資的経費 
43億808万9000円 
11.4％

その他の経費 
137億426万8000円 
36.4％

　目的別支出とは、一般会計の支出を「何のために使うのか」で分類したもの
です。各事務 ･事業の目的ごとのおおまかな予算の割合を示しています。

　性質別支出とは、一般会計の支出を「どのように使うのか」で分類した
ものです。一般的には義務的経費の割合が低く、投資的経費の割合が高い
ほど、財政的に安定しているといえます。
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市
民
協
働
で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
自
立

し
た
ま
ち

市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業　
　
　
    
３
８
４
万
円

　

協
働
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
の
方
策
を
策
定

す
る
た
め
、
「
市
民
協
働
推
進
会
議
」
を
平
成　

年
度
に

２３

続
い
て
開
催
し
、
市
民
意
識
の
向
上
、
市
民
協
働
を
推
進

す
る
公
共
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。　
　
   【
市
長
公
室
】

元
気
出
す
地
域
活
力
支
援
事
業　
　
　
　
　
   
２
６
０
万
円

　

地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て
い
る
団
体
が
行
う
地

域
の
連
携
強
化
や
活
性
化
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
「
若
者
創
造
枠
」
を
設
け
、
若
者
の
イ

２３

ベ
ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

地
域
特
産
品
開
発
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

２０

　

昨
年
夏
の
ふ
く
ち
や
ま
中
学
生
議
会
の
提
案
を
施
策
化
。

三
和
、
大
江
の
資
源
を
生
か
し
た
地
域
特
有
の
加
工
品
を

開
発
し
、
地
域
の
特
産
品
に
つ
な
げ
て
い
く
商
工
会
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。　
　
　
　
　
   【
三
和
・
大
江
支
所
】

若
者
参
加
型「
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ　

ア
イ
デ
ア
発
見
」事
業　
   　

万
円

１０

　

ふ
る
さ
と
福
知
山
の
未
来
が
光
り
輝
く
よ
う
な
施
策
の

ア
イ
デ
ア
を
若
者
か
ら
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
事
業
効
果

が
見
込
ま
れ
る
提
案
に
つ
い
て
平
成　

年
度
の
実
施
を
目

２５

指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   　
【
市
長
公
室
】

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
事
業　

６
０
９
万
円

　

今
ま
で
印
鑑
を
用
い
て
行
っ
て
い
た
口
座
振
替
に
関
わ

る
申
請
を
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
て
電
子
的
に
行

え
る
よ
う
機
器
等
を
整
備
し
ま
す
。　
　
    【
保
険
課
ほ
か
】 

定
住
と
交
流
の
活
力
あ
る
ま
ち　
　
　
　
　
　
　
 

公
共
交
通
の
強
化

ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
運
行
事
業　
　
    
１
６
０
０
万
円

　

「
ま
ち
な
か
バ
ス
を
考
え
る
市
民
会
議
」
か
ら
の
提
言

を
受
け
、
「
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
（
北
ル
ー
ト
）
」

を
新
た
に
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
（　

㌻
に
関
連
記
事
）

１９

　

低
床
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
外
装
を
施
し
た
小
型
バ
ス
を
市
が
購
入
し
、
運
行
す

る
民
間
バ
ス
事
業
者
に
貸
与
し
ま
す
。 　
  
【
生
活
交
通
課
】

交
通
空
白
地
域
移
送
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業　
   
３
０
０
万
円

　

三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地
域
な
ど
の
登
録
会
員
の
移
送

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ
る 
過  
疎  
地  
有  
償  
運  
送  
事  
業 

か 

そ 

ち 

ゆ
う 
し
ょ
う 
う
ん 
そ
う 

じ 
ぎ
ょ
う

を
支
援
し
、
交
通
空
白
地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者
な
ど
の

移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。　
　
　
　
   　
【
生
活
交
通
課
】

道
路
等
の
整
備

長
田
野
工
業
団
地
花
い
っ
ぱ
い
事
業　
　
　
   
２
５
０
万
円

　

長
田
野
工
業
団
地
の
玄
関
口
と
な
る
前
田
岩
間
南
・
北

イ
ン
タ
ー
線
ロ
ー
タ
リ
ー
内
空
地
に
花
の
植
え
付
け
を
行

い
、
工
業
団
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
と
も
に
交
通
安
全

対
策
、
不
法
投
棄
を
防
止
し
ま
す
。　
　
　
   　
【
土
木
課
】

雇
用
の
確
保

緊
急
雇
用
特
別
対
策
事
業　
　
　
　
   
１
億
７
７
８
４
万
円

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
の
も
と
、
京
都
府

緊
急
雇
用
対
策
基
金
を
活
用
し
て
、
失
業
中
の
人
に
対
し
、

次
の
就
職
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
な
る
雇
用
の
機
会
を
創
出
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   【
商
工
振
興
課
】

試
行
雇
用
お
う
え
ん
助
成
金
交
付
事
業 　
  　

７
２
４
万
円

　

就
職
が
困
難
な
求
職
者
を
試
行
的
に
短
期
間
雇
用（
原
則
３

カ
月
間
）す
る
企
業
に
対
し
、助
成
を
行
い
、就
職
困
難
者
の
雇
用

機
会
の
増
加
と
企
業
の
人
材
確
保
を
図
り
ま
す
。【
商
工
振
興
課
】

　

平
成　

年
度
で
実
施
す
る
お
も
な
事
業
や
、
新
規
に
取
り
組

2４

む
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

は
新
規
事
業
、
■
は
継
続
事
業
、
◎
は
拡
充
事
業
で
す
。

▲若い世代のアイデアを地域の特
　産品開発につなげ商品化します

▲協議を重ね、市民参加型のまちづくりを
　推進します

北北
近近
畿畿
をを
リリ
ーー
ドド
すす
るる

創創
造造
性性
ああ
ふふ
れれ
るる
まま
ちち

『『
福福
知知
山山
』』実実
現現
ププ
ララ
ンン

厄除神社前 

市民病院 シルバー人材 
センター前 

昭和小学校前 

久昌寺前（寺町） 

治水記念館前 

広小路 

内記六丁目北 

福知山城公園前 
（ゆらのガーデン） 

岡ノ三町 内田北 

市役所前 

ききょう 
　　通り 

西本町 篠尾新町 

京都ルネス病院前 

福知山駅前 

▲４月１日からまちなか循環路線バス北ルート
　が運行を開始します▲花いっぱいに楽しむようにシバザクラを

　植えます

▲中学生発案
　三和特産品を
　使ったブラウ
　ニー「みわウ
　ニー」
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▲旅行ガイドブックの「福知山」特別編集
　版を作成し、観光客にPRします

▲完成した手づくり甲冑は４月８日（日）の
　お城まつりでお披露目します ▲ゆらのガーデンが４月２４日（火）にオープンします

商
工
業
の
振
興

小
規
模
企
業
融
資
制
度
事
業「
マ
ル
福
」　    
２
１
４
８
万
円

　

京
都
府
の「
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資
」を
利
用
す
る

小
規
模
企
業
に
対
し
て
利
子
補
て
ん
し
、小
規
模
企
業
の
金

利
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
   【
商
工
振
興
課
】

◎
中
心
市
街
地
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
推
進
事
業　

３
３
０
万
円

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、福
知
山
ま
ち

づ
く
り
㈱
が
国
の
補
助
金
の
採
択
を
得
て
、空
き
家
や
空
き

店
舗
等
を
活
用
し
た
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
を
行
う
場

合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
   　
【
商
工
振
興
課
】

福
知
山
城
憩
い
の
広
場（
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン
）管
理
事
業　

４
８
０
万
円

　

福
知
山
ま
ち
づ
く
り
㈱
と
連
携
し
て
整
備
し
た
新
た
な

街
の
シ
ン
ボ
ル
、福
知
山
城
憩
い
の
広
場（
愛
称「
ゆ
ら
の

ガ
ー
デ
ン
」）を
、四
季
の
彩
に
満
ち
た
和
み
の
空
間
と
し
て
、

継
続
的
に
維
持
管
理
し
、集
客
性
を
高
め
ま
す
。（　

㌻
参
照
）

２３

【
商
工
振
興
課
】

観
光
の
振
興

平
成
の
城
下
町
福
知
山
賑
わ
い
づ
く
り
事
業　
　
    　

万
円

５２

　

平
成　

年
度
に
引
き
続
き
手
づ
く
り 
甲  
冑 
教
室
を
開
催

か
っ 
ち
ゅ
う

２３

し
た
り
、映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
地
に
有
望
な
場
所
を

１
０
０
箇
所
選
定
し
、ロ
ケ
地
と
し
て
誘
致
す
る
な
ど
、「
城

下
町
福
知
山
」に
新
た
な
魅
力
を
加
え
る
こ
と
で
、観
光
客

を
誘
致
し
、賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。     【
観
光
振
興
課
】

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
事
業　
　
　
　
　
    
２
６
５
万
円

　

福
知
山
市
の
見
ど
こ
ろ
や
お
い
し
い
も
の
、祭
り
な
ど
の

多
彩
な
観
光
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
特
別
編
集
版
を
発
行
し
、本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

【
観
光
振
興
課
】 

農
林
業
の
振
興

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業 　
　
　
　
　
　
　
　
   
５
８
５
７
万
円

　

鳥
獣
被
害
の
減
少
を
図
る
た
め
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
委
託
や
有
害
鳥
獣
広
域
捕
獲
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

【
林
業
振
興
課
】

◎
有
害
鳥
獣
防
除
事
業 　
　
　
　
　
　
　
    
１
４
２
１
万
円

　

電
気
柵
や
金
網
柵
の
設
置
を
行
う
農
林
業
団
体
に
対
し
て

資
材
費
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
山
林
に
実
の
な
る
広
葉
樹

の
植
栽
や
里
山
な
ど
の
森
林
整
備
を
進
め
、
野
生
生
物
と
の

共
生
の
森
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。　　
　
　
  【
林
業
振
興
課
】

人
と
自
然
が
調
和
し
、
す
こ
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
支
援
の
充
実

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業　
　
　

１
億
７
６
３
万
円

　

直
営
ク
ラ
ブ
に
代
表
者
を
置
き
、
組
織
体
制
の
強
化
と
児

童
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
は
、
支
援

24

が
必
要
な
児
童
の
た
め
の
支
援
指
導
員
を
雇
用
す
る
な
ど
拡

充
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  【
子
育
て
支
援
課
】

民
間
保
育
所
施
設
整
備
事
業 　
　
　
　
　
   
８
９
５
３
万
円

　

老
朽
化
し
た
民
間
保
育
所
の
改
築
お
よ
び
大
規
模
修
繕
な

ど
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
良
好
な
保
育
環
境
を
整
備
し
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  【
子
育
て
支
援
課
】

高
齢
者
福
祉
の
充
実

介
護
予
防
安
心
住
ま
い
推
進
事
業 　
　
　
　
　
　
   　

万
円

９０

　

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
高
い
高
齢
者
の
、

生
活
機
能
の
向
上
や
転
倒
事
故
防
止
な
ど
の
た
め
に
住
宅
改

修
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。【

高
齢
者
福
祉
課
】

▲花園保育園を全面改装します
▲放課後に子どもたちが孤立することの
　ないように支援します

▲有害鳥獣から農地を守る電気柵などを
　補助します
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安
心
生
活
見
守
り
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
９
１
万
円

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
緊
急
・
相
談
通

報
装
置
を
希
望
者
に
設
置
し
、
急
病
や
事
故
な
ど
の
緊
急
時
、

日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
・
介
護
・
医
療
な
ど
の
相
談
や
助

言
に　

時
間
・
３
６
５
日
対
応
し
、
安
心
・
安
全
を
確
保
し

２４

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
高
齢
者
福
祉
課
】

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉
の
充
実

◎
福
祉
医
療
費（
障
害
）給
付
事
業　
　

２
億
３
８
６
６
万
円

　
　

歳
未
満
の
重
度
・
中
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
係
る
医
療

７５
費
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
 
【
社
会
福
祉
課
】

視
覚
障
害
者
情
報
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

１８

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
情
報
提
供
お
よ
び
同
行
援
護

の
充
実
を
図
り
、
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。【

社
会
福
祉
課
】

市
街
地
・
集
落
整
備

中
心
市
街
地
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
援
事
業

１
０
０
万
円

　

福
知
山
城
周
辺
の
活
性
化
や
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
な
ど
、

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
具
体
策
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
支
援
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進
を
図
り

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
商
工
振
興
課
】

き
め
細
か
な
安
心
安
全
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

各
支
所
エ
リ
ア
内
で
の
住
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
重
要
か
つ
緊
急
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
支
所

長
が
判
断
す
る
修
繕
な
ど
を
行
い
ま
す
。　　
　
 
【
各
支
所
】

消
防
・
救
急
・
防
災
対
策
の
強
化

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業　
　
　
　
　

６
３
１
４
万
円

　

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

整
備
し
、
平
成　

年
度
に
運
用
を
開
始
し
ま
す
。（
２
〜
３
㌻

２４

参
照
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    【
消
防
本
部
】

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業　
　
　
　
　

２
９
０
万
円

　

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
市
民
の
安
否
や
り
災
証
明

の
発
行
、
義
援
金
の
支
給
状
況
な
ど
の
被
災
関
連
情
報
と
住

民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

備
、必
要
な
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
ま
す
。【
危
機
管
理
室
】

◎
災
害
時
資
機
材
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
１
４
万
円

　

浸
水
な
ど
に
よ
る
孤
立
が
予
想
さ
れ
る
広
域
避
難
所
の
見

直
し
を
行
い
、
平
成　

年
度
か
ら
非
常
食
を
パ
ン
ケ
ー
キ
に

２４

順
次
変
更
し
、
非
常
食
お
よ
び
飲
料
水
を
備
蓄
し
ま
す
。
間

仕
切
り
セ
ッ
ト
、
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
、
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
、
原

子
力
災
害
の
避
難
時
に
必
要
な
資
機
材
整
備
も
行
い
ま
す
。

【
危
機
管
理
室
】

◎
地
域
防
災
計
画
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
６
８
万
円

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
福
知
山
市
地
域

防
災
計
画
「
一
般
計
画
編
」
お
よ
び
「
震
災
対
策
計
画
編
」

の
見
直
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。
高
浜
原
子
力
発
電
所
の
Ｕ

Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
）　

㌔
㍍
圏
内

３０

に
市
の
一
部
が
入
る
こ
と
か
ら
新
た
に
「
原
子
力
対
策
計
画

編
」
を
策
定
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
 　
　
【
危
機
管
理
室
】

生
活
空
間
の
整
備

三
段
池
公
園
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
整
備
事
業  
２
５
０
０
万
円

　

城
山
の
園
路
・
ベ
ン
チ
・
あ
ず
ま
や
な
ど
整
備
し
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、
多
目
的
な
総
合
公
園

と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。　　
　
　
　
　
 
【
都
市
計
画
課
】

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

　

環
境
基
本
計
画
（
後
期
５
カ
年
計
画
）
の
重
点
施
策
の
推

進
や
、「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
実
施
率
日
本
一
に
向
け
た
事

業
、
み
ど
り
の
親
善
大
使
「
ゴ
ー
ヤ
先
生
」
の
活
動
支
援
を

行
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
環
境
政
策
室
】

▲災害時に必要な資材の備蓄を拡充します
▲安全柵を整備するなど、きめ細やかな安心
　安全を確保します

▲ひとり暮らし高齢者が安心して生活できるよう
　に支援します

▲みどりのカーテンの普及をめざします ▲大活躍のゴーヤ先生の活動を支援します ▲園路の舗装など整備を進めます
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業　
　

９
３
０
万
円

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
市
民
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

と
地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
を
図
り
ま
す
。【
環
境
政
策
室
】

明
日
を
担
う
創
造
力
あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
の
ま
ち  

学
校
教
育
の
充
実

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業　
　
　

億
５
３
０
１
万
円

１３

　

既
施
設
の
老
朽
化
や
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
に
対
処
す

る
と
と
も
に
中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
平
成　
２５

年
度
の
運
用
開
始
を
め
ざ
し
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

（
仮
称
）夜
久
野
学
園
整
備
事
業　
　
　

２
億
２
６
１
４
万
円

　

夜
久
野
地
域
の
３
小
学
校
を
統
合
し
、
夜
久
野
中
学
校
と

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
「（
仮
称
）
夜
久
野
学
園
」
を
平

成　

年
４
月
に
開
校
す
る
た
め
に
必
要
な
校
舎
建
設
と
整
備
、

２５
備
品
購
入
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
図
る
準

備
を
進
め
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
【
教
育
総
務
課
】

ま
な
び
の
つ
な
が
り
強
化
推
進
事
業　
　
　
　

４
３
５
万
円

　

連
続
性
の
あ
る
学
校
教
育
（
ま
な
び
）
を
実
践
す
る
「
シ
ー

ム
レ
ス
学
園
構
想
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
小
学
校
体
験
入

学
会
や
校
種
間
な
ど
連
携
授
業
、
小
中
一
貫
連
携
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。【
学
校
教
育
課
】

小
中
学
校
・
幼
稚
園
耐
震
改
修
事
業　
　
　

７
５
６
４
万
円

　

小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
施
設
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か

ら
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
 
【
教
育
総
務
課
】

 

◎
心
の
安
定
基
地
つ
く
り
推
進
事
業　
　
　
　

７
３
８
万
円

　

学
校
と
連
携
を
密
に
し
て
、
不
登
校
児
童
生
徒
宅
の
訪
問

や
情
報
交
流
な
ど
を
通
し
て
児
童
・
保
護
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
学
校
に
訪
問
指
導
員
を
配
置
し
、
適
切
な
援
助
や

指
導
体
制
を
と
り
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
と
自
立
を
目

指
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
【
学
校
教
育
課
】

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

（
仮
称
）福
知
山
北
部
地
域
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業　

１
億
４
５
０
０
万
円

　

岩
井
地
内
に
平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
全
市
的

２４

な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
多
目
的
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
ま
す
。　　
　
　
　
 　
　
【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

生
涯
学
習
の
振
興
な
ど

◎
地
区
公
民
館
育
成
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
２
５
９
万
円

　

地
区
公
民
館
の
支
援
を
強
化
し
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
活

性
化
の
推
進
を
図
る
た
め
活
動
に
対
す
る
補
助
金
を
増
額
し

交
付
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
【
中
央
公
民
館
】

このほかの事業の詳細は、
市ホームページの
トップページ＞福知山市政＞
財政＞予算＞平成２４年度　施
政方針・当初予算＞平成２４年
度施政方針・当初予算
からご覧いただけます。

▲コーディネーター（調整役）により細やか
　な学びを実現します

▲（仮称）夜久野学園の開校などに向けて、
　計画的な合同授業を進めます ▲太陽光発電システムの普及を広げます

▲地域のつながりの場、地区公民館の事業を
　補助します

▲多目的グラウンドでスポーツの振興を図り
　ます

▲登校できない子どもたちへの
　支援を充実します
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犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
や
そ
の
家
族

の
み
な
さ
ん
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、精
神
的
・
経
済
的

負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
「
福
知
山
市

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を
施
行
し
、
犯

罪
に
あ
わ
れ
た
人
が
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
相
談
・
情
報
の
提
供
】

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
や
そ
の
家
族

が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
ま

す
。
相
談
窓
口
は
生
活
交
通
課
で
す
。

【
見
舞
金
の
支
給
】

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
と
な

ら
れ
た
人
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
遺
族
見
舞
金

犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
人
の
遺
族
に

対
し
て　

万
円

３０

▼
傷
害
見
舞
金

犯
罪
行
為
に
よ
り
傷
害
を
受
け
ら
れ
た
人
に

対
し
て　

万
円

１０

【
住
居
の
提
供
】

　

犯
罪
の
被
害
に
よ
り
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た

住
居
に
住
む
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、一
時

的
な
利
用
の
た
め
の
住
居
を
提
供
し
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
を
支
え
る
た
め
に

　

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
人
へ
の
支
援
は
、

地
域
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
被
害

者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
被
害

者
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
犯
罪
の
少
な
い
地
域
社
会
を

目
指
す
と
と
も
に
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た

人
た
ち
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
み
ん

な
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
２４

７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
） 

ＦＡＸ
２３

　

配
偶
者
や
恋
愛
関
係
に
あ
る
人
な
ど
か
ら

の
暴
力
（「
Ｄ
Ｖ
」
…
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も

含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
女
性
・
男
性

い
ず
れ
に
対
し
て
も
暴
力
を
加
え
る
こ
と
は
、

個
人
の
尊
厳
を
害
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、平
成　

年
３
月
に「
配
偶
者
等

２４

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
・

自
立
支
援
に
関
す
る
計
画
」を
策
定
し
、暴
力

に
苦
し
む
被
害
者
や
被
害
者
の
身
近
な
人
た

ち
が
Ｄ
Ｖ
に
気
づ
き
、安
心
し
て
相
談
し
、継

続
的
に
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
の
整
備
・
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
社
会
的
に
弱
い
立

場
に
あ
る
人
た
ち
を
し
っ
か
り
保
護
・
救
済

し
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
々
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

策
定
の
趣
旨
／
Ｄ
Ｖ
の
根
絶
を
め
ざ
し
「
Ｄ

Ｖ
の
防
止
」「
被
害
者
の
保
護
」「
被
害
者
の

自
立
支
援
」
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

計
画
の
位
置
づ
け
／
本
計
画
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止

法
第
２
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
く
基
本
計
画

と
し
て
策
定
し
、
あ
わ
せ
て
「
福
知
山
市
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
に
基
づ
く
計
画
と

し
ま
す
。

計
画
期
間
／
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
の

２４

２８

５
年
間

策
定
の
視
点
／

▼
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現

　

Ｄ
Ｖ
は
単
な
る
家
庭
内
の
問
題
で
は
な
く
、

犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵

害
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
理

解
を
深
め
、
市
民
が
日
々
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
被
害
者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
確
立

　

被
害
者
の
相
談
・
保
護
か
ら
社
会
的
な
自

立
な
ど
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

▼
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
協
力
体
制
の
推
進

　

被
害
者
の
保
護
か
ら
自
立
ま
で
の
よ
り
円

滑
な
支
援
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
お

よ
び
情
報
共
有
体
制
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者 

の
保
護
・
自
立
支
援
に
関
す
る
計
画
」
を
策
定 

「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者 

の
保
護
・
自
立
支
援
に
関
す
る
計
画
」
を
策
定 

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク
シンボルマークは、女性が腕をクロスさせた姿
を描いており、女性の表情、握りしめたこぶし、
クロスさせた腕により、女性に対する暴力を断
固として拒絶する強い意志を表しています。

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

３月１８日（日）正午
酒呑童子杯争奪第２３回大江山女子駅
伝大会（大江町総合会館周辺）
　３０チームが出走した大江山女子駅
伝実行委員会主催の大江山女子駅伝
でスターターを務めた。
　一斉に飛び出すランナーたちに、
こうしたイベントを企画、運営し地
元と大会を盛り上げていただいた実
行委員会の熱い思いを重ね合わせて
見ていた。昭和６３年に北近畿タンゴ
鉄道宮福線開通を記念して始まった
この駅伝大会も、今回が最後。ラン
ナーたちも全力でタスキをつなぎ、
有終の美を飾った。
　本大会をずっと支え続けてこられ
た実行委員会をはじめとする大会関
係者の皆さんの２０年を超えるご努力
に敬意と感謝を申し上げる。

「
D
V
被
害
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」と
思
う
人
が
い
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
は
固
く
守
秘
し
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３
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舞
鶴
年
金
事
務
所
で
の

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
舞
鶴
年
金
事
務
所

で
は
、予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を

同
事
務
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
の
申
込
方
法

　

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。そ
の
際
、

相
談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎

年
金
番
号
、電
話
番
号
、相
談
内
容
な

ど
を
確
認
し
ま
す
。

予
約
専
用
電
話
番
号

　

℡
０
７
７
３
‐　

‐
５
７
７
２

７６

予
約
で
き
る
時
間
帯

月
〜
金
曜
日
／

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

第
２
土
曜
日
／

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

※
い
ず
れ
も
正
午
前
後
は
混
雑
し
ま

す
が
、午
前　

時
ま
で
と
午
後
３
時

１１

以
降
は
比
較
的
空
い
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
舞
鶴
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室（
舞
鶴
市
南
田
辺　
５０

‐
８　

℡
０
７
７
３
‐　
‐
１
１
６
５
）

78

平
成　

年
度
か
ら
の

24

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
年
金

か
ら
お
支
払
い（
特
別
徴
収
）の
み
な

さ
ん
は
、４
月
か
ら
新
し
い
年
度（
平

成　

年
度
）の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

２４
年
金
か
ら
の
支
払
い
で
は
な
く
、口
座

振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
さ
れ
た
後
、高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
で
保
険
料
の
納
付
方
法
選

択
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
本
人
様

　

控
え

②
認
印

③
被
保
険
者
証

※
５
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
さ
れ

た
人
は
、８
月
分
の
年
金
か
ら
の
支

払
い
を
中
止
し
、７
月
か
ら
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
。（
支
払
総
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。）

※
６
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
た
人

は
、　

月
分
以
降
の
年
金
か
ら
の
支

１０
払
い
か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

※
以
前
に
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
た
人

は
、再
度
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
7
0
1
8
・　
　

‐
6
5
3
7
）

24

FAX
23

■
三
和
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
3
0
0
2
・　
　

‐
3
0
1
3
）

58

FAX
58

■
夜
久
野
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
1
1
0
6
・　
　

‐
5
0
0
2
）

37

FAX
37

■
大
江
支
所
窓
口
相
談
係

（
℡　

‐
1
1
0
3
・　
　

‐
2
0
1
8
）

56

FAX
56

人権シリーズ 「人権の花運動」　 水  仙 の花で思いやりを
すい せん

　本市では、京都府の人権の花「水仙」を育てるこ
とにより、子どもたちの情操を豊かにし、命の大切
さや相手に対する思いやりについて、理解を深めて
いく『人権の花運動』に取り組んでいます。
　この運動は、市内の各小学校、幼稚園、保育園の
児童や園児を対象に法務局、人権擁護委員の皆さん
と共に行っています。
　秋には、園児は人形劇や紙芝居で、小学生は啓発
ビデオなどで人権についてわかりやすく学び、また、
「思いやり」と言う花言葉をもつ水仙の育て方も学
び、植え付けを行います。
　春には、花を咲かせた水仙を前に感謝状贈呈式を
行います。園児からは「お友達を、大切にします。」

や小学生からは「水仙に
もそれぞれ個性がある
ことがわかりました。」
「人を思いやることを
学びました。」など意見
を発表しています。
　平成２４年度は、天津小
学校、上豊富小学校、上
川口小学校、三岳小学校、
金谷小学校、佐賀小学校、げん鬼保育園で行う予定
です。
■人権推進室管理調整係（℡２４-７０２１・ＦＡＸ２３-６５３７）

国保
ひと口メモ

●国民健康保険被保険者証は届いていますか？
　３月下旬に被保険者のみなさんに一斉に保険証
を簡易書留にて送付しております。届いているかご
確認をお願いします。
　通常は平成２６年３月３１日までの有効期限の保
険証を送付しています。（７５歳の誕生日を迎えられ
る人は、誕生日の前日までが有効期限の保険証を
送付しています。）
　保険証の有効期限が平成２４年６月３０日または
平成２４年９月３０日の場合は、国保料の一部の未納
によるものと思われます。すでに完納になった人は、
有効期限が平成２６年３月３１日までの保険証に交
換をお願いします。現在未納がある人も完納になり
次第、有効期限が平成２６年３月３１日までの保険証
と交換をいたしますので、保険課または各支所窓口
相談係へお越しください。
■保険課国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）
■三和支所窓口相談係（℡５８-３００２・FAX５８-３０１３）
■夜久野支所窓口相談係（℡３７-１１０６・FAX３７-５００２）
■大江支所窓口相談係（℡５６-１１０３・FAX５６-２０１８）

���
�

保育園での人権教室



16H24（2012）．4．1　広報ふくちやま

　

就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
す
女
性
の
た
め
に
、

就
業
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
修
得
や
資

格
を
取
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
内
容
／
パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
）の
基
本

操
作
の
修
得
と
厚
生
労
働
省
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試
験
３
級
受
験
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習

受
講
資
格
／

▼
就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
す
市
内
在
住
の
女

性
で
、
講
習
期
間
中
す
べ
て
出
席
で
き
る
人

▼
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
原
稿
・
１
４
０
０
文
字
程

度
を　

分
以
内
に
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の
で
き

30

る
人

受
講
料
／
１
万
６
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
、
受
験
料
必
要
）

講
習
期
間
／
５
月　

日
1５

（
火
）〜
８
月
７
日（
火
）

の
う
ち　

回（
原
則
火
・

2５

金
曜
日
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時

講
習
会
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
知

山
東
ビ
ル

（
駅
前
町
、駐
車
場
有
）

定
員
／　

人
（
申
込
み

1４

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
／
４
月　

日
10

（
火
）〜　

日（
水
）

25

申
込
方
法
／
人
権
推
進
室
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
簡
単
な
タ
イ
ピ
ン
グ
試
験
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係
（
℡

　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
し
て
遠
距
離
通

学
を
す
る
高
校
生
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
・
安
全
な
通
学
手
段
の
確
保
を
す

る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
し

ま
す
。

対
象
者
／
市
内
に
居
住
し
、
路
線
バ
ス
や
鉄

道
の
通
学
定
期
券
を
購
入
し
て
京
都
府
内
の

公
立
高
等
学
校
も
し
く
は
福
知
山
市
内
の
私

就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
す

就
職
・
再
就
職
を
め
ざ
す

女
性
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

女
性
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

立
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。

補
助
金
額
／
通
学
定
期
券
の
購
入
金
額
の
う

ち
、
１
カ
月
当
た
り
７
２
０
０
円
を
超
え
る

額
の　

％
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

75

※
１
カ
月
当
た
り
の
補
助
対
象
金
額
の
上
限

は
２
万
２
１
０
０
円
で
す
。

※
３
カ
月
定
期
な
ど
１
カ
月
を
超
え
る
通
学

定
期
券
の
場
合
は
、
１
カ
月
相
当
額
に
換
算

し
ま
す
。

※
鉄
道
と
バ
ス
な
ど
複
数
の
定
期
券
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
合
算
し
て
算
定
し
ま
す
。

申
請
方
法
／
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
生
活
交
通
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
ま
で

申
請
書
類
／

▼
補
助
金
交
付
申
請
書

▼
補
助
金
支
払
請
求
書

▼
定
期
券
の
写
し

▼
在
学
を
証
す
る
書
類
（
学
生
証
の
写
し
、

在
学
証
明
書
等
）

▼
預
金
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
様
式
は
、
市
内
の
各
定
期
券
の
販
売
所
ま

た
は
生
活
交
通
課
、
各
支
所
窓
口
で
配
布
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
生
活
交
通
課
管
理
調
整
係
（
℡　

‐
７
０

24

２
０
・　
　

‐
6
5
3
7
）

FAX
23

川合保育園内で開設しておりました
「三和子育て支援センター」が、川合
保育園休園に伴い、４月１日から三和
保育園内に移転しました。
移転先／三和保育園内
（福知山市三和町千束６５７番地の２
℡５８‐４５８０※電話番号は変更なし・ 
ＦＡＸ５８‐３００５）

高
校
生
の
通
学
定
期
券

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

とき／４月２９日（日）午前１０時～午後３時
ところ／三段池公園総合体育館および周辺（猪崎）
内容／ステージショーやお祭りコーナー、模擬店など、楽しい催しがいっぱいです。体育館玄関前
の本部にて、児童科学館・動物園・植物園の大会中無料入場券を中学生以下を対象に配付します。
また、会場内で東日本大震災の被災地域復興のための募金活動を行うほか、お祭りコーナーの売
上げを寄付します。
■福知山市子ども会指導者連絡協議会事務局（生涯学習課内　℡２４-７０６４・ＦＡＸ２４-４８８０）

行事「作ってあそぼう」の様子
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【
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
】  

　

今
年
度
か
ら
母
子
家
庭
な
ど
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
の
更
新
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。対
象
者
に
は
６
月
に
更
新
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申

請
が
無
い
場
合
、受
給
者
証
の
発
行
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
医
療
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
】  

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、申
請
に

よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
／

①
母
子
家
庭
の
母
と
児
童（
満　

歳
に
達
す

18

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
人
）

31

②
児
童
の
両
親
の
死
亡
、育
児
放
棄
な
ど
で

親
に
代
わ
る
養
育
者（
祖
父
母
、兄
姉
、お
じ
・

お
ば
な
ど
）が
扶
養
す
る
児
童

③
児
童
の
両
親
の
死
亡
、育
児
放
棄
な
ど
で

親
に
代
わ
る
養
育
者
で
、離
婚
や
死
別
な
ど

で
配
偶
者
の
な
い
女
子

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、健
康
保
険
証
、

申
請
前
に
指
定
す
る
母
子
家
庭
・
養
育
者
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係（
℡　

‐
7

24

0
1
1
・　
　

‐
6
5
3
7
）

ＦＡＸ
23

　

母
子
家
庭
の
母
の
経
済
的
自
立
を
支
援
す

る
た
め
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
】

　

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
講
座
の
受
講
費

用
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
／

▼
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
が
な
い
人

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、ま
た

は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
な
ど

対
象
講
座
／
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
な
ど

支
給
額
／
受
講
の
た
め
に
支
払
っ
た
費
用
の　

㌫
２０

※
４
０
０
０
円
以
上（
上
限
は　

万
円
）

１０

申
請
日
／
受
講
申
込
前

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
事
業
】

　

就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得
す
る
養
成
機

関
で
の
受
講
中
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
／

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、ま
た

は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

▼
養
成
機
関
な
ど
に
お
い
て
２
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、資
格
取
得
が
見
込

ま
れ
る
人
な
ど

対
象
と
な
る
資
格
／
看
護
師
、准
看
護
師
、介

護
福
祉
士
、保
育
士
な
ど

支
給
額（
最
高
額
）

▼
訓
練
促
進
費
／
月
額　

万
円

１０

▼
修
了
一
時
金
／
５
万
円

※
支
給
額
は
所
得
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

支
給
対
象
期
間
／

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
修
業
さ
れ
た

２５

３１

場
合
に
限
り
上
限
３
年
間
と
し
ま
す
。

※
申
請
日
以
後
の
月
分
に
つ
い
て
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

い
ず
れ
も
申
請
は
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉

係（
℡　

‐
７
０
１
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

２４

ＦＡＸ
２３

　

京
都
府
で
は
、母
子
家
庭
の
児
童
な
ど
の

教
育
や
養
育
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
児
童
扶
養
手
当
、ま
た
は
福
祉
医
療

（
母
子
）に
、認
定
さ
れ
て
い
る
人（
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。）

申
請
期
間
／

▼
４
〜
５
月
申
請　

５
月　

日（
木
）ま
で

３１

　

４
月
１
日
現
在
支
給
対
象
者
は
１
年
分
支

給
。

　

４
月
２
日
以
降
対
象
者
は
申
請
の
翌
月
以

降
月
割
り
支
給
。　

▼
６
月
以
降
申
請　

申
請
の
翌
月
以
降
月
割

り
支
給
。

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

支
給
金
額（
年
額
）／

　

乳
幼
児　

１
万
１
０
０
０
円

　

小
学
生　

２
万
１
５
０
０
円

　

中
学
生　

４
万
３
０
０
０
円

　

高
校
生　

６
万
４
０
０
０
円

　

高
校
入
学
支
度
金（
入
学
時
、４
〜
５
月
申

請
の
み
）３
万
５
０
０
０
円

申
請
先
／
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係
ま
た

は
各
支
所
窓
口
相
談
係（
℡　

‐
７
０
１
１
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
高
等
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
母
子

家
庭
の
生
徒
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
／

▼
福
知
山
市
で
児
童
扶
養
手
当
、ま
た
は
福

祉
医
療（
母
子
）に
認
定
さ
れ
て
い
る
人

▼
他
の
制
度
で
通
学
費
の
助
成
を
受
け
て
い

な
い
人

支
給
内
容
／
通
学
定
期
代
の
５
分
の
１

※
４
月
分
か
ら
平
成　

年
３
月
分
の
定
期
に

２５

つ
い
て
は
平
成　

年
３
月
末
ま
で
に
申
請

２５

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

▼
対
象
生
徒
の
在
学
証
明
書（
当
初
申
請
日

よ
り
１
カ
月
以
内
の
も
の
を
年
度
１
通
）

▼
通
学
定
期
券

▼
母
名
義
の
預
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド▼
印
鑑

申
請
先
／
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係
ま
た

は
各
支
所
窓
口
相
談
係（
℡　

‐
７
０
１
１
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）ま
で

ＦＡＸ
２３

福　

祉　

医　

療　

費（
母
子
）

平
成　

年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請

２４

母
子
家
庭
高
等
学
校
等
通
学
費
支
援
金
支
給
制
度

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

母
子
家
庭
な
ど
の
み
な
さ
ん
へ

広
報
ふ
く
ち
や
ま
３
月　

日
号
７
㌻
下
段
に
掲
載
し
た
「
市
政
だ
よ
り
」
の
中
で
、
平
成　

年
３
月
１
日
か
ら
名
称
変
更
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｍ
丹
波
」
を
、
旧
名
称
の
「
ふ
く
ち
や
ま

１５

２４

Ｆ
Ｍ
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
■
市
長
公
室
広
報
係（
℡　

‐
７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
）

２４

FAX
２４

お
詫
び
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今
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
る
教
室
で
す
。

病
気
や
事
故
に
よ
る
後
遺
症
な
ど
に
よ
り
、

か
ら
だ
の
動
か
し
づ
ら
さ
や
足
腰
の
衰
え
を

感
じ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
、
体
操
な
ど
を
通

じ
て
意
識
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
で
、

筋
力
の
低
下
や
か
ら
だ
の
動
か
し
づ
ら
さ
を

予
防
し
ま
す
。
参
加
者
み
ん
な
で
交
流
し
て

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
４
月　

日（
火
）か
ら
毎
週
火
曜
日　

１０

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
千
束
）

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
健
康
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
交
流
な
ど

対
象
／
市
民
（
原
則　

歳
以
上
）

６５

定
員
／
毎
回　

人
２０

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
随
時
受
付
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
東
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
２
０
９
０
・　
　

‐
３
０
１

５８

ＦＡＸ
５８

３
）
ま
で

　

会
員
に
な
る
と
、
次
の
ど
の
種
目
に
も
参

加
で
き
ま
す
。

実
施
種
目
・
と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

第
１
・
３
木
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

　

市
民
体
育
館
（
和
久
市
町
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

　

第
２
・
４
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時

　

市
民
体
育
館
（
和
久
市
町
）

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

　

三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
（
猪
崎
）

▼
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

第
２
・
４
金
曜
日

　

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

　

温
水
プ
ー
ル
（
和
久
市
町
）

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
３
年
生
以
上
の
人

年
会
費
／

　

高
校
生
以
上　

６
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
０
円

※
半
年
分
ご
と
に
２
回
に
わ
け
て
支
払
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、

別
途
保
険
料
が
必
要
で
す
。

※
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
年
会
費
と
は
別
に
１

回
２
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
を
福
知
山
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
〒
６
２
０
‐
０
０
６
２　

和
久
市
２
５
４
市
民
体
育
館
内　

℡
・　
　

‐

FAX
２２

４
６
５
７
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
会
員
募
集

会
員
募
集

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ
か
ら
だ
元
気
教
室
」ス
タ
ー
ト
！

糖尿病教室のご案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　糖尿病の知識や療養についてわかりやすく紹介する糖尿病教室を開催しています。運動・合併症・
薬・食事・足のことなどを専門職員が月替わりで講演します。講演後、質問も受け付けます。
と　き／
４・５・６月
の開催予定日

ところ／いずれも市民病院２階第１会議室（厚中問屋町）。事前申し込みは不要。直接会議室へお
越しください。患者さま・ご家族・興味があって講演を聴きたい人など、ぜひご参加ください。
■市民病院糖尿病チーム（℡２２-２１０１（代）・ＦＡＸ２２-６１８１）

講師内　　　容時　間開催日
看　護　師フットケアについて（フットケア体験講座）午後

２時～３時

４月１９日（木）
理学療法士糖尿病の運動療法５月１０日（木）
医　　　師合併症の予防６月１４日（木）

４
月　

日（
火
）か
ら

１０

毎
週
火
曜
日　
開
催

　本市では、福知山市交通安全対策会議において「第
９次福知山市交通安全計画」を策定しました。
　交通安全計画とは、国・府の交通安全計画および
「第４次福知山市総合計画」などを考慮しながら、安
全で円滑・快適な交通社会を実現するため、交通安全
対策基本法第２６条第１項の規定に基づき、５年間に講
ずべき交通安全に関する施策の大綱を定めたものです。
　今回の計画では、交通事故による死者数を限りなく
ゼロに近づけ、市民を交通事故の脅威から守ることが
究極の目標ですが、第８次計画（平成１８～２２年度）期
間中の交通事故発生状況を考慮し、年間の交通事故死
者数を平成２７年までに６人以下とすることを目指し、
今後はさらに、事故そのものの減少や死傷者数の減少
にも一層積極的に取り組むことを目標としています。
　今後は本市において、関係機関・団体などの協力の
もとに、より一層に交通事故根絶に向けて、この計画
に基づいた陸上交通に関する各種施策に取り組み、本
市を交通事故のない安心・安全なまちにしてまいりま
す。
　なお、この計画は生活交通課、各支所、市ホーム
ページで閲覧できます。
■生活交通課（℡２４‐７０２０・ＦＡＸ２３‐６５３７）

第９次福知山市交通安全計画策定第９次福知山市交通安全計画策定
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４
月
１
日（
日
）か
ら
、「
ま
ち
な
か
循
環
路
線

バ
ス
」
北
ル
ー
ト
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
「
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
」
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
ま
ち
な
か
バ
ス
を
考
え

る
市
民
会
議
」
で
運
行
ル
ー
ト
や
バ
ス
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
検
討
・
提
言
さ
れ
、
福
知
山
市
地
域

公
共
交
通
会
議
で
運
行
を
決
定
し
ま
し
た
。

運
行
時
間
／
福
知
山
駅
を
起
点
に
、
平
日
午
前

８
時　

分
か
ら　

分
間
隔
で
１
日　

便
（
土
・

１１

３０

２０

日
・
祝
日
は　

分
間
隔
で
１
日　

便
）

６０

１０

利
用
料
金
／
お
と
な
１
人
１
回
２
０
０
円
均
一
、

１
日
乗
車
券
（
当
路
線
バ
ス
１
日
限
り
何
度
で

も
乗
車
可
能
）
お
と
な
１
人
３
０
０
円

　

福
知
山
駅
や
市
民
病
院
な
ど
へ
の
行
き
来
が

大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
路
線
バ

ス
や
、
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
・
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
か
ら
の
乗
り

継
ぎ
に
よ
り
、
広
域
か
ら
市
街
地
へ
の
移
動
も

便
利
に
な
り
ま
す
。

　

夜
久
野
地
域
を
運
行
し
て
い
る
畑
線
の
車
両

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に

市
バ
ス
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
小

型
の
車
両
に
、
バ
ス
マ
ッ
プ
や
ゆ
っ
く
り
ち
ゃ

ん
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

市
バ
ス
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
毎
年
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
、
地
域
の
小
学
校
や
保
育
園
な
ど
の

協
力
に
よ
り
、
か
わ
い
ら
し
い
絵
を
車
内
で
展
示

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス
を
実
施
す
る
な
ど
、
親
し

み
の
あ
る
バ
ス
運
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
）

放放放放放放放放射射射射射射射射線線線線線線線線のののののののの定定定定定定定定期期期期期期期期測測測測測測測測定定定定定定定定ををををををををははははははははじじじじじじじじめめめめめめめめままままままままししししししししたたたたたたたた放射線の定期測定をはじめました
　ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する地域）の高浜原子力発電所（福井県大飯郡高浜町）からおおむね
３０㌔㍍付近の２箇所で、月１回、土壌表面の放射線測定を開始しました。
　初回３月１５日（木）の測定結果は次のとおりです。

【測定器】ＧＭ（ガイガー・ミュラー計測）管式サーベイメータ
　　　　　（日立アロカメディカル㈱製　ＴＳＧ‐１４６Ｂ）
【測定値】地表から１㌢㍍の距離で３回測定し平均したもの

　この測定結果は、放射性物質から放出される放射線の１分間あたり
の数を測定したもので、その地点が汚染されているかを簡易に測定
することを目的としています。
　人体への影響度合いを測定したＳｖ（シーベルト）とは単純に比較
することができませんが、東京電力福島第１原子力発電所の事故で、
人体の除染が必要とされている基準は、１３０００ｃｐｍ以上です。
　測定結果は、測定した日の天候によって左右されます。放射線は、
自然界に常に放出されており、御影石などでは２５０～３００ｃｐｍ程度の
放射線が検出されることがあります。
定期測定の結果は、市ホームページに随時掲載します。
■危機管理室（℡２４‐７５０３・ＦＡＸ２３‐６５３７）

測定日／３月１５日（木）　　天候／雨
定期測定箇所・結果／
▼有路下体育館（大江町二箇下）
　７８．００ｃｐｍ（カウント・パー・ミニット）
▼高津江公民館（大江町高津江）
　８６．６７ｃｐｍ（カウント・パー・ミニット）

　

夜
久
野
地
域
の
消
防
団
が
主
催
す

る
「
ミ
ニ
消
防
フ
ェ
ス
タ
」
が
夜
久
野

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
下
町
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
団
に
よ
る
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ
た
人
命
救

助
の
実
演
や
一
斉
放
水
の
ほ
か
、
消
火
器
・
放

水
ポ
ン
プ
の
使
用
体
験
、
消
防
車
両
の
乗
車
体

験
な
ど
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
年
を
迎
え
、
会
場
で
は
市
消
防
士

な
ど
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
の
写
真
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
上
映
や
義
援
金
の
受
付
の
ほ
か
、
参

加
者
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
改
め
て
災
害

へ
の
備
え
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
団
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

3
11日（日） 

「広報ふくちやま」にあなたが写っ
ていたら、写真（L判）を１枚差し
上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

まちかど 
ウオッチング 福福

知知
山山
市市
消消
防防
団団
夜夜
久久
野野
ブブ
ロロ
ッッ
クク

「「
ミミ
ニニ
消消
防防
フフ
ェェ
スス
タタ
」」

定期測定に使用の放射線測定器。大江支所
に常備し、定期測定のほか、今後必要に応じ
て学校の校庭などでの測定に使用します。

防
火
服
を
着
用
し
て
の

放
水
体
験
。
ホ
ー
ス
の
重

み
や
水
の
勢
い
を
肌
で

感
じ
ま
し
た

「
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
」

北
ル
ー
ト
運
行
開
始
！

市
バ
ス（
夜
久
野
地
域
）畑
線
の

新
車
両
導
入
！

放射線測定の様子　有路下体育館（左）と高津江
公民館（右）
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市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
長
と
意
見
交
換
し
ま
せ
ん

か
。

開
催
日
／
４
〜
６
月

※
開
催
時
間
は
、
約
１
時
間　

分
。

30

※
開
催
場
所
は
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体
／
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が
市

民
で
、
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど

※
１
団
体
、
年
１
回
と
し
、
政
治
・
宗
教
・

営
利
活
動
団
体
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
４
月　

日（
金
）ま
で
に
、
①

２７

開
催
希
望
日
時
②
開
催
場
所
③
団
体
名
④

代
表
者
氏
名
と
そ
の
連
絡
先
⑤
懇
談
テ
ー

マ
を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
市

長
公
室
市
民
相
談
係
（
℡　

‐
７
０
２
７
・

２４

　
　

‐
７
０
２
３
）
ま
で

FAX
２４

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」

　
「
行
政
相
談
」
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
国
・
府
・
市

な
ど
の
行
政
機
関
や
特
殊
法
人
、
独
立
行

政
法
人
な
ど
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
要
望
・
苦
情
な
ど

を
お
聴
き
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言

や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を
無
報
酬
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

本
市
の
行
政
相
談
委
員　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
は
略

 
西  
山 　
 
昌  
美 （
市
民
相
談
室
）

に
し 

や
ま 

ま
さ 

み

 
中  
道 　
　
 
正 （
市
民
相
談
室
）

な
か 

み
ち 

た
だ
し

 
林 　
　
 
秀  
俊 （
三
和
支
所
）

は
や
し 

ひ
で 

と
し

 
安  
達 　
 
賢  
治 （
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

あ
ん 

た
つ 

け
ん 

じ

 
古  
寺 　
 
忠  
夫 （
大
江
町
総
合
会
館
）

こ 

て
ら 

た
だ 

お

以
上
５
人
の
み
な
さ
ん
で
す
。

毎
月
、
市
民
相
談
室
・
三
和
支
所
・
夜
久

野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
大
江
町
総
合
会
館

の
各
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
日
程
な
ど
く

わ
し
く
は
、
毎
月
発
行
す
る
「
広
報
ふ
く

ち
や
ま
お
知
ら
せ
号
」
の
最
終
㌻
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
市
長
公
室
市
民
相
談
係
（
℡　

‐
３
１

２４

４
７
・　
　

‐
７
０
２
３
） 

FAX
２４

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
大
切
な

命
を
預
か
る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
の
み
な

さ
ん
に
は
、
動
物
が
快
適
・
健
康
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け
る

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
飼
い
主
と
し

て
の
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
動
物
が
命
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
何
人
も
、
動
物
を
み
だ
り
に
殺

し
、
傷
つ
け
、
ま
た
は
苦
し
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
の
み
で
な
く
、
人
と
動

物
の
共
生
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
習
性
を

考
慮
し
て
適
正
に
取
り
扱
う
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
第
２
条
よ
り
）

飼
い
主
に
守
っ
て
欲
し
い
５
つ
の
こ
と

①
動
物
の
習
性
を
正
し
く
理
解
し
、
最
後

ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う
こ
と

　

動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
に
応
じ
た
生

態
・
習
性
が
あ
り
ま
す
。
飼
う
前
に
十
分

理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
危
害
や
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と

　

動
物
の
ふ
ん
便
な
ど
で
近
隣
の
生
活
環

境
を
悪
く
し
た
り
、
他
の
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
散
歩
中
の

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

③
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
こ
と

　

数
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
き
ち
ん
と
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、 
不  
妊  
去  
勢  
手
術 
な
ど
も
行

ふ 

に
ん 

き
ょ 

せ
い 
し
ゅ
じ
ゅ
つ

い
ま
し
ょ
う
。

④
動
物
の
感
染
症
に
つ
い
て
知
り
、
健
康

管
理
に
つ
と
め
る
こ
と

　

病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
狂
犬
病
予
防
注

射
は
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　

盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
に
も
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
や
名
札
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
お
近
く

の
動
物
病
院
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

２４

FAX
２３

‐
６
５
３
７
）

市
民
と
市
長
の

ま
ち
か
ど
懇
話
会　
（
第
１
期
） 手

数
料（
１
頭
に
つ
き
）▼
新
規
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円　

▼
注
射
手
数
料
３
２
０
０
円　

集
合
注
射
の
日
程
・
会
場
は
、生
活
交
通
課（
℡　

‐
２４

７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ＦＡＸ
２３

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

４
月　

日（
土
）ま
で

２１

５
月
１
日（
火
）　
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
日
で
す
。　　
　
　

■
税
務
課
市
民
税
係
（
℡　

‐
７
０
２
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構中丹地方事務所職員による、
市税・国民健康保険料の納期を過ぎた人の納
付相談を行います。
と　き／４月２７日（金）午前９時～正午
ところ／市役所２階　税務課
　　　（内記三丁目）
　詳細については、京都地方税機構中丹地方
事務所（℡５６‐０３４０・ＦＡＸ５６‐０７４０）にお問い
合わせください。
※京都地方税機構中丹地方事務所では、随時
納付相談を行っています。

イラスト提供／
にしやまみほさん
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個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
人
は
、
面
積

に
関
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の

届
出
を
提
出
し
て
い
る
人
は
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間
／
新
た
に
森
林
の
土
地

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら　

日
以

９０

内届
出
先
／
取
得
し
た
土
地
の
あ
る

市
町
村

届
出
方
法
／
届
出
書
に
届
出
者
と

前
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移

転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
・
面
積
、

土
地
の
用
途
な
ど
を
記
載
し
、
権

利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書

類
の
写
し
（
登
記
事
項
証
明
書
・

土
地
売
買
契
約
書
な
ど
）、土
地
の

位
置
図
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
林
業
振
興
課

（
℡　

‐
７
０
４
７
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
） 

　

福
知
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

の
著
し
い
中
心
市
街
地
へ
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
に
該
当
す
る
人
に　

万
円

１０

を
交
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人

は
、
お
早
め
に
要
件
に
該
当
す
る

か
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
人
（
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
）／

①
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
内
に
自
ら

居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
新
築
、

ま
た
は
新
築
の
戸
建
住
宅
を
購

入
さ
れ
た
人
（
住
宅
の
所
有
権

を
有
す
る
人
）

②
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
た
住
宅

に
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
外
か
ら

転
入
も
し
く
は
転
居
さ
れ
た
人

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

▼
交
付
申
請
の
期
限
／

　

住
宅
の
所
有
権
の
登
記
が
完
了

し
た
日
か
ら
３
カ
月
以
内

▼
そ
の
他
／
別
荘
な
ど
一
時
的
に

使
用
す
る
住
宅
や
賃
貸
、
販
売
な

ど
営
利
を
目
的
と
す
る
住
宅
の
新

築
や
購
入
、
建
て
替
え
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

参
照
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課

商
業
振
興
係
（
℡　

‐
７
０
７
５
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

消
防
本
部
・
消
防
署
・
東
分
署
・

北
分
署
で
は
、
常
時
相
談
窓
口
を

開
設
す
る
ほ
か
、
次
の
日
程
で
も

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
三
和
支
所　
　

４
月
９
日（
月
）

▼
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

４
月　

日（
月
）

１６

▼
大
江
町
総
合
会
館４

月　

日（
月
）

２３

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
３０※

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り

付
け
に
お
困
り
の
時
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
「
取
り
付
け
お
助
け

隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
な
ど
の
斡
旋
･
販

売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５

２３

ＦＡＸ
２２

４
５
８
）

●自治会／戸田　　●地目／宅地　 
　　●用途地域／地区計画区域 
　　　　●建ぺい率･容積率／６０％・１００％ 
　　　　　　●道路幅員／６㍍ 
　　　　　　　　●設備／電気・ＬＰガス・市上下水道 
　　　　　　　　　（水道加入金１６３，８００円税込） 

■農林管理課（℡２４‐７０４１・ＦＡＸ２３‐６５３７） 

売却価格（円）坪面積（平方㍍）街区番号
８，５１７，１６０９０．７１２９９．９０１街区１番
１１，５５１，４１６１２３．０３４０６．７４３街区１番
１７，０１７，５６４１８１．２６５９９．２１８街区１番
１１，３３５，２９２１２０．７３３９９．１３８街区３番
９，００７，７６３９８．３６３２５．１９９街区３番
１４，５９８，８３２１５１．２３４９９．９６１０街区１番
１８，４９２，６１０１９９．０７６５８．１０１１街区１番
１２，３７５，０００１３６．１２４５０．００１５街区２番

ま
ち
な
か
居
住
を

応
援
し
ま
す
！

（
ま
ち
な
か
居
住
応
援
事
業
補
助
金
）

４
月
か
ら
森
林
法
改
正
に
伴
う

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出

制
度
ス
タ
ー
ト
！

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成　

年
７
月　

日
で
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ
は
、

２３

２４

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
1
０
1
）
・
デ
ジ
サ
ポ
近
畿
（
℡
０
６
‐
７
６
３
７
‐
１
０
１
０
）
ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内
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有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集

　ハッチョウトンボは、日本一小さなトンボです。
世界でも最小の部類のトンボとして知られ、国内で
は、離島を除く本州、四国、九州に分布するも、生
息地は局所的で限られています。天然記念物に指定
している地域も少なくありませんが、著しく生息数
が減少しており、レッドデータブック京都府カテゴ
リーでは、 準絶  滅  危  惧  種 とされています。

じゅんぜつ めつ き ぐ しゅ

　現在、京都府内では生息地域を定めず、府登録天
然記念物（昭和５９年登録）になっていますが、かつ
ては福知山市の天然記念物にも指定されていました。
福知山高校近くの 湿  地  帯 を生息地として、昭和４６年、

しっ ち たい

市の天然記念物に指定されましたが、開発や環境変化による湿地帯の乾燥化とともに絶滅し
たことが確認され、昭和６２年に市の指定は解除されました。
　成虫の体長は、 雌  雄 とも２０㍉㍍ に満たず、その驚くべき小ささは、「一円玉に収まるサ

し ゆう

イズ」と例えられます。未成熟時は雌雄ともに 黄  褐色 で、後に雄は 鮮  赤色 に、雌の腹部は 淡 
おう かっしょく せん せきしょく たん

 褐色 に黄色の 横  縞 が目立つようになります。モウセンゴケなどが生育する 貧  栄  養 の日当たり
かっしょく よこ じま ひん えい よう

のよい湿地を好み、近年では、 休耕  田 、 廃  田 などでも確認されますが、雑草が茂ってしまう
きゅうこう でん はい でん

と減少してしまう例も多いようです。 緑褐色 をした幼虫（ヤゴ）の体長は９㍉㍍ と一段と
りょくかっしょく

小さく、６月初め頃に 羽  化 して湿地の周辺で過ごし、成熟して湿地に戻り生殖活動を行い、
う か

９月の終わり頃まで見られます。
　豊かな自然や郷土とは何か。一言で言い表すことは難しいものですが、地域の文化は、ま
ずその地域の自然や生活環境を土台として 培 われています。近年の気候や環境変化は、生態

つちか

系そのものを変えつつありますが、地域の文化を支える財産として，豊かな生態系や環境は
とても大切なものです。うれしいことに、市内のハッチョウトンボが全て絶滅したわけでは
なく、わずかですが目撃情報もあるようです。
　とても小さなハッチョウトンボの姿は、計り知れない地域の豊かさの 証 です。今春、福知

あかし

山市では天然記念物等総合調査の一環として、市内の自然に関する情報を広く集める調査を
実施します。多くの皆様から情報が届きますよう願っています。
■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）

⑩ ⑩ ⑩ 

ハッチョウトンボ

都
市
緑
化
植
物
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
管
理
講
習
会
」

と
き
／
５
月
５
日（
土
・
祝
）

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
、
猪
崎
）

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

５０

受
講
料
／
無
料

内
容
／
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
管
理
の
仕
方

な
ど
を
講
習
し
ま
す
。
講
習
後
、
花
壇
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
各
自
で
掘
上
げ
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
４
月　

日（
木
）か
ら
電
話
ま
た

１２

は
フ
ァ
ク
ス
で
都
市
緑
化
植
物
園
ま
で
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
都
市
緑
化
植
物

園
（
℡　

‐
６
６
１
７
・　
　

‐
６
６
２
９
）

２２

FAX
２２

広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／（この枠の大きさです）
　　　　縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
広告料／掲載１回につき１万円
印刷部数／３２３００部（各戸配布）
詳しくは、市長公室広報係（℡２４‐７０００・
ＦＡＸ２４‐７０２３）までお問い合わせください。

４
月　

日（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
市
民
課
窓
口
業
務　
実
施
中
！

２８

大
江
山
に
自
生
す
る「
日
向
水
木
」の
枝
採
取
・
育
苗
・
観
察
・
植
樹
な
ど
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

活
動
期
間
／
２
年
間　

対
象
・
定
員
／
個
人（
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
）　

人
、市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
企
業　

社　

募
集
期
間
／
４
月
９
日（
月
）〜
４
月　

日（
金
）　

■
農
林
管
理
課（
℡　

‐
７
０
４
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

３０

１０

２７

２４

FAX
２３

 
日  
向  
水  
木  
育  
苗  
隊 

ひ
ゅ
う 

が 

み
ず 

き 

い
く 
び
ょ
う 
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
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日本下水道協会 
マスコットキャラクター 

「スイスイ」 

これからも 
より一層の 

下水道サービスに 
努めます 

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

近
頃
、
め
っ
き
り
春
ら

し
い
天
気
に
な
っ
て
き
た
な
〜
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
な
。
あ
ち
こ
ち
で
田
ん
ぼ
の
準
備

で
あ
ぜ
焼
き
も
見
か
け
る
な
。
あ
っ
、
で
も
野
焼
き
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
と
る
か
ら
、
あ
ぜ
焼
き
は
し
た
ら
い
か
ん

の
や
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

実
は
、
そ
の
法
律
に
も
あ
ぜ
焼
き
や
ら 
焚 たき

火
と
か
、
い
く
つ
か
の
例
外
は
あ
る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

へ
ぇ
〜
。
と
い
う
こ
と
は
農
作
業
で
の
野

焼
き
や
っ
た
ら
し
て
も
よ
い
っ
て
こ
と
か
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

い
や
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
で
。「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
」
焼
却

は
禁
止
さ
れ
て
る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
な
ん
か
。
つ
ま
り
周
り
の
人
に
迷
惑

を
か
け
た
ら
い
か
ん
と
ゆ
う
こ
と
や
な
。
確
か
に
そ
れ
は

当
然
の
こ
と
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

市
役
所
に
も
野
焼
き
に
対
す
る
苦
情
が
い

く
つ
も
寄
せ
ら
れ
て
る
け
ど
、
そ
の
多
く
が
農
作
業
に
よ

る
も
の
な
ん
や
。

だ
か
ら
、
た
と
え
農
作
業
に
必
要
な
野
焼
き
で
あ
っ
て
も
、

「 
煙 
た
く
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

け
む

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」

「
赤
ん
坊
や
体
調
の
悪
い
人
が
い
る
の
で
や
め
て
欲
し

い
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
野
焼
き
を
迷
惑
に
思
う
人
が

い
る
な
ら
、
そ
れ
は
し
た
ら
い
か
ん
の
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

み
ん
な
が
協
力
し
合
う
快
適
な
地
域
づ
く

り
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
な
ん
や
な
！
了
解
！

業
務
時
間
／
午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
市
民
課
窓
口
（
内
記
三
丁
目
）

業
務
内
容
／
①
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
所
得

子
育
て
・
福
祉
な
ど
の
手
続
き
、
公
共
料
金
の
支
払
い
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
（
℡　

‐
７
０
１
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

証
明
な
ど
の
発
行　

②
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の

受
付
（
戸
籍
届
出
は
預
か
り
の
み
）　

③
印
鑑
登
録

※
な
お
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
や
、
保
険
・
年
金
・

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！ 　

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化
に
併
せ

て
「
下
水
道
部
」
は
廃
止
と
な
り
、「
ガ
ス
水
道
部
」
と

組
織
の
統
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
務
所
を
現
在
の
「
福
知
山
終
末
処

理
場
」（
上
荒
河
）
か
ら
「
福
知
山
市
ガ
ス
水
道
部
庁

舎
」（
水
内
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

主
な
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問い合わせ先問い合わせ内容
ガス水道部営業課収納係
（℡２２‐６５０１・ＦＡＸ２２‐６５５５）●使用料に関すること

ガス水道部営業課
お客様サービス係

（℡２２‐６５００・ＦＡＸ２２‐６５５５）

●排水設備
●浄化槽
●受益者負担金
●分担金
●排水設備指定工事業者

ガス水道部下水道課
（℡２３‐２０８５・ＦＡＸ２２‐６５５５）

●下水道管
●マンホールポンプ施設
●下水道工事
●公共ますの設置
●開発協議
●排水規制

下水道マンホールポンプの故障時（黄色い回転灯点
灯時）の連絡先は、これまでどおり　℡０１２０‐３９８‐７６５
（２４時間対応・通話料無料）へご連絡ください。

※下水道部の℡２３‐２０８４は廃止しました。
※ガス水道部ホームページもご覧ください。
　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｏｕｅｉ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ/

下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
のののののののののの
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
所所所所所所所所所所
がががががががががが

下
水
道
事
業
の
事
務
所
が

移移移移移移移移移移
転転転転転転転転転転
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

移
転
し
ま
し
た

昨年の３月　昨年の３月２５２５日に国の認定を受けた中心市街地活性化基本計画に基づく「第１弾のプロジェク日に国の認定を受けた中心市街地活性化基本計画に基づく「第１弾のプロジェク
ト」として、誰もが立ち寄りたくなるような市民の憩いの場としてはもちろんのこと、全国からト」として、誰もが立ち寄りたくなるような市民の憩いの場としてはもちろんのこと、全国から
関心を寄せる新たな賑わいの拠点施設として整備していた福知山城憩いの広場『ゆらのガーデ関心を寄せる新たな賑わいの拠点施設として整備していた福知山城憩いの広場『ゆらのガーデ
ン』が４月ン』が４月２４２４日（火）日（火）正午にオープンします。正午にオープンします。
カフェや洋菓子、そば、鉄板料理のほか、花や小物などのショッピングなどが楽しめる７店舗が　カフェや洋菓子、そば、鉄板料理のほか、花や小物などのショッピングなどが楽しめる７店舗が
出店し、福知山城を臨む風景とガーデンが一体となった出店し、福知山城を臨む風景とガーデンが一体となった
“四季の彩りに満ちた和みの空間”にぜひお越しください。“四季の彩りに満ちた和みの空間”にぜひお越しください。
　なお、オープン当日の午前中は、広場に隣接するなお、オープン当日の午前中は、広場に隣接する
福知山城公園観光駐車場にて完成記念式典を行うた福知山城公園観光駐車場にて完成記念式典を行うた
め、め、一般来場者の駐車場の使用は午前一般来場者の駐車場の使用は午前１１時４０１１時４０分から分から
となりますのでご注意ください。となりますのでご注意ください。
■■問い合わせ先問い合わせ先／／商工振興課商工振興課（℡（℡２４‐７０７５・２４‐７０７５・ＦＡＸＦＡＸ２３２３‐‐６５３７６５３７））

 4/24（火） 
正午オープン！ 
 4/24（火） 
正午オープン！ 
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広報ふくちやま ●発行／福知山市　●編集／市長公室　※「広報ふくちやま」の表記は、新聞表記基準に準じています。
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
４
月　

日
号
は
、
４
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１９

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
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‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h
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けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

朝食を毎日食べる 
節度ある飲酒に努める 
禁煙に努める 
定期的に健（検）診を受ける 

１日の歩数をあと１０００歩増やす 
自分のペースに合った運動習慣を身につける 
悩み事を一人で抱え込まず、相談する 
定期的に歯科健診・メンテナンスを受ける 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ12

：１０００歩くんは青年期や壮年期前半（２０～３０歳代）について、どんなイメージを持ってる？ 

：仕事を始めたり、家庭を持ったり、子育てをしたり…、生活環境が大きく変化する時期かなぁ… 

：そうだね。家庭や職場・地域で中心的な役割を担う時期だよね。そんな２０～３０歳代の人たちの現状をみる
と、「仕事や人間関係にストレスを感じる」｢定期的に運動をする暇がない｣と答えた人が多いことが分かっ
たんだ。（平成２２年度福知山市健康増進計画アンケート結果より） 

：体や歯の健診も忙しさのあまり、後回しにしてしまってる人も多いみたいだね… 

：この時期の生活習慣が４０歳以降の健康状態に大きく影響するよ！！ だから、２０～３０歳代から自分の生活習
慣を振り返り、しっかり健康管理を行うことが大切なんだ☆　 

：若い年代の人たちにぜひ読んでもらいたい内容だね。 

：そこで今回は、すぐに実践できる運動を紹介するよ！！ 

①エレベーターやエスカレーターを使わず階段を使用…運動不足解消！！ 

②姿勢を正せば背中やお尻、首筋だけを引き締めるだけでなく気持ちもスッキリ…美しい姿勢は好印象！！ 

③いすに座って腹筋…下腹部のたるみの引き締め！！ 

④いすに座って肩・胸伸ばし…胸を伸ばして背中を刺激！！　 

⑤親子でスキンシップ…ウエスト周りとお尻の引き締め！！ 

③ ④ 

⑤ 腹筋 ヒップリフト 

背もたれに寄りかか
らず、背中を少し丸
める。お腹に少し力
を入れ、両足を浮か
せ１０秒キープ 

いすに浅く座り、後
ろで両手のひらを合
わせ指を組む。その
まま後方へ伸ばし、
肩甲骨を寄せるよう
に胸を張り、その姿
勢のまま手を上下さ
せる。 

大人は仰向けに寝て、両膝を立てる。
胸の下に子どもを座らせ、しっかり手
をつなぎ上半身を起こして戻す。お尻
を持ち上げて下ろす。これを繰り返す。 

①子宮がん検診：２０歳以上の女性が対象 
②生活習慣病予防健診：３０歳代の人が対象 

詳しくは、「健康づくりかわら版」か 
市ホームページまで 
http://www．city．fukuchiyama．kyoto．jp

お得な健（検）診！！ お得な健（検）診！！ 

けん こう こつ 

済 栄養・食生活 済 たばこ 済 乳幼児期 
済 少年期 

済 歯 済 お酒 

済 こころの健康 済 身体活動・運動 

済 健（検）診 

健康増進計画について詳しく知り
たい人は市ホームページで確認で
きます。お問い合わせは健康推進
室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）
までお願いします。 

? ?
?

済 
青年期～　 
壮年期前半 済 
青年期～　 
壮年期前半 


